






An Attempt to Relate the G.ross Intensity 
of a Compound Odo.r to the Total Conceniration 
of lngredients (IX) 
一一Considerationson the Intensity of Background Odor 
and the Length of Sampling Time一一一
Isamu SANO，日iroshiOHT A， 
Isamu TSUBOI and Aichi SANO 
Odor emanating from a kraft mill has be巴nconsidered a public nuisance and， up til now， a 
variety of odor control techniques have been developed_ The present paper deals with the 
mt巴rpretationfor the r巴suItsof自eldstudies around a kraft mill， inparticular 児島renceto (1) the 
impact of the background upon the intensity dermined olfactorily during a field study， and (2)出E
relation between th巴cocentrationof odor while sampling and the int巴nsitymeasured concurrent 
ly 
The自ndingsare as follows_ As for (1)， itwas ascertained that the odor of background is due 
to hydrog巴nsulfide at the concentration of 0_3 to 0.4 ppb_ T且kinginto account the conditions， 
correction was applied to the results of field studies， with the outcome that it is de日nitely
effective， though not sufficient. In passing， remark was made on the use of some types of gas 
masks for品eldstudies_ Concerning (2)， itwas pointed out that there holds Eq_ (4) in text between 
the average of the intensities measured in the course of a field study and the intensity calculated， 
through the Weber-F巴chner'sformula， from the average of the conc巴ntrationsdetermined by gas 
chromatography_ In light of the relation， sampling should be accomplished within a tim巴asshort 
as possible 
The general conclusion to be drawn from these considerations is that， for better understand 
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あり， 57. 7. 22の場合には6地点で4物質がNDとな















表2 調査成績 (56.1 .13) 
嘆覚強度(6点スケー ル) 物質濃度 (ppb)
地点
実視l値計算値 硫化水メチノレメ 硫化メ 二硫化
A 1.7 1.4 1.2 ND 3.0 0.5 
B 0.9 1.2 0.9 0.8 1.3 ND 
C 1.4 1.5 1.6 ND 1.0 ND 
D 2.7 1.2 0.9 ND ND ND 
E 1.8 1.5 1.7 ND ND ND 
F 0.3 1.3 1.1 ND ND ND 
G 1.3 1.5 1.8 ND ND ND 
H 1.3 1.5 1.6 ND ND ND 。 1.6 2.0 ND ND ND 
表 3 調査成績 (56.2目18)
地点
嘆覚強度(6点スケー ル) 物質濃度 (ppb)
実測値計算値 硫化水メチルメ硫化メ 二硫化
A 0.5 1.1 0.6 ND ND ND 
B 0.6 1.1 0.7 ND ND ND 
C 1.5 1.1 0.6 ND ND ND 
D 。 1.2 0.8 ND ND ND 
E 。 1.1 0.6 ND ND ND 
F 0.7 1.1 0.7 ND ND ND 
G 0.2 1.2 0.8 ND ND ND 
H 。 1.2 0.8 ND ND ND 
I 。 1.2 0.8 ND ND ND 
表4 調査成績 (56.7 .22) 
地点
嘆覚強度(6点スケー ル) 物質濃度 (ppb)
実測値計算値 硫化水メチノレメ 硫化メ ニ硫化
A 2.6 2.0 5.2 1.1 2.5 0.5 
B 1.9 2.0 5.9 0.7 1.8 ND 
C 0.3 1.5 1.8 ND ND ND 
D 2.1 2.2 8.1 1.9 6.2 1.0 
E 2.8 2.1 7.7 1.2 2.8 0.6 
F 1.8 1.7 2.9 1.6 3.6 0.7 
G 0.3 1.5 1.6 ND ND ND 
H 0.2 1.4 1.4 ND ND 。 1.5 1.7 ND ND ND 
考察 前置き
表 2~ 7によると
(1) 硫化水素の濃度が 1~ 2 ppb以上のときには，大体
* 1 これらの表中の地点A，B ， C などは毎回必ずしも同じ場所とは限らないが，工場の中心から周辺0.5~2
kmの範囲内にある〔地点 Iは対照で，工場の風上恨の。調査には3班出動し，毎回全地点で同時間内に調
査を開始，終了している(表12)。詳細は，春日井市環境分析センター調査資料集を参照のこと
* 2 5. 8. 05以前については，例えば第5報(愛工大研報， No.l7 (1982)， 47)を参照のこと
においの強度と濃度の聞の相関に関する考案(第 9報〕 105 
表 5 調査成績 (57.1.19)
地点
嘆覚強度(6点スケー ル) 物質濃度 (ppb)
実測値計算{直 硫化水メチノレメ硫化メ ニ硫化
A 2.9 1.6 2.5 1.5 6.4 1.3 
B 2.2 1.5 1.6 0.7 2.7 0.5 
C 2.0 2.2 10 ND 2.9 0.6 
D 1.5 1.7 2.5 1.3 5.6 0.9 
E 1.0 1.7 2.5 0.8 3.3 0.5 
F 2.0 2.3 11 0.8 ND 0.8 
G 2.2 1.5 1.7 ND 1.7 ND 
H 1.5 1.4 1.2 ND 0.9 ND 
I 。 1.2 0.9 ND ND ND 
表6 調査成績 (57 7 .22) 
地点
嘆覚強度(6点スケー ル) 物質濃度 (ppb)
実iJ!U値計算値 硫化水メチノレメ硫化メ 二硫化
A 1.0 1.2 0.8 0.8 1.2 ND 
B 0.4 1.1 0.6 ND ND ND 
C 1.6 1.2 0.8 ND 0.8 ND 
D 1.6 ND ND ND ND 
E 0.4 ND ND ND ND 
F 1.3 ND ND ND ND 
G 0.2 ND ND ND ND 
H 0.9 ND ND ND ND 
I 。 ND ND ND ND 
表 7 調査成績 (58.1.19)
嘆覚強度(6点スケー ル) 物質濃度 (ppb)
地点
実測値計算値 硫化水メチノレメ硫化メ 二硫化
A 。 1.1 0.7 ND ND ND 
B 0.2 1.2 0.9 ND ND ND 
C 1.8 1.4 1.2 1.4 3.9 0.5 
D 0.8 1.2 0.8 ND ND ND 
E 0.5 1.1 0.7 ND ND ND 
F 2.2 1.5 1.5 0.5 2.5 ND 
G 0.4 1.1 0.7 ND ND ND 





(2) 硫化水素の濃度が 1~ 2 ppb以下のときには，殆ど
の場合，他の 3物質の濃度も低く，強度は実測値の方
が概して計算値より低い。
* 3 計算1直(1)は表 2~ 7よりの引用， (2)については後記
表 B 混合臭及び硫化水素成分臭の嘆覚強度一一
硫化水素濃度 1~ 2 ppb以下の場合
(1) 表 2 (56 1 .13) 
嘆覚強度(6点スケ←ノレ〕 物質濃度
黄色 占 実測値 E十 算 値 硫化水素
〔混合臭〕 (1) (2) (ppb) 
D 2.7 1.2 1.0 0.9 
E 1.8 1.5 1.4 1.7 
F 0.3 1.3 1.1 1.1 
G 1.3 1.5 1.4 1.8 
日 1.3 1.5 1.4 1.6 。 1.6 1.5 2.0 
(2) 表 3 (56. 2 .18) 
嘆覚強度(6点スケー ノレ〕 物質濃度
地 占 実測値 言十 算 {直 硫化水素
(混合臭〉 (1) (2) (ppb) 
A 0.5 1.1 0.6 0.6 
B 0.6 1.1 0.8 。7
C 1.5 1.1 0.6 0.6 
D 。 1.2 0.9 0.8 
E 。 1.1 0.6 0.6 
F 0.7 1.1 0.8 0.7 
G 0.2 1.2 0.9 0.8 
H 。 1.2 0.9 0.8 
I 。 1.2 0.9 0.8 
(3) 表 4 (56 7 .22) 
嘆覚強度(6点スケー ノレ〕 物質濃度
調出 占 実測値 言十 算 {直 硫化水素
〔混合臭〉 (1) (2) (ppb) 
C 0.3 1.5 1.4 1.8 
G 0.3 l.5 1.4 1.6 
日 0.2 1.4 1.3 l.4 
I 。 1.5 l.4 l.7 










(5) 表 6 (57. 7 .22) 
嘆覚強度 (6点スケー ノレ〕 物質濃度
地 占 実演u値 言十 算 値 硫化水素
(混合臭) (1) (2) (ppb) 
B 0.4 l.1 0.6 0.6 
D l.6 ND*b 
E 0.4 ND 
F l.3 ND 
0.9キG b 
G 0.2 ND 
H 0.9 ND 。 ND 
相硫化水素濃度を0.4ppbとしての計算値
材 0.5ppb未満
(6) 表 7(58. 1 .19) 
嘆覚強度(6点スケー ノレ〉 物質濃度
地 占 実測値 言十 算 f直 硫化水素
(混合臭〕 (1) (2) (ppb) 
A 。 l.1 0.8 0.7 
B 0.2 l.2 l.0 0.9 
D 0.8 l.2 0.9 0.8 
E 0.5 l.1 0.8 0.7 
G 0.4 l.1 0.8 0.7 




























































* 6 硫化水素に関する Weber-Fechnerの式 y= O. 950210g x + 1.2873 は y(強度):1~5(6 点スケ
ノレ)， x(濃度): 0.5~8 ， 000(ppb) の範聞に対して提出1)さわしているが， これを強度1以下の場合につい
ても成り立つものととして計算。例えば，地点、AC表3，56. 2. 18)の場合， yニ O.95021og(0. 6-0.4)十
1.2873=0.62 














































(分〉 第 l田村 第 2田村 平 均
1 271 251 261 
2 497 501 499 
3 653 648 650 
4 731 721 726 




Yl = klogcl+K 
y， =klogc，+K 
Y3 = k log C3+K 






= k log(clv， c，v， C3V，)十K (2) 
が得られるので，ここで，次の如く mz V2=V3=t 
と置くと加重平均値は単純平均値と一致し，下の結果に
導かれる。
.~_ Yl +Y'+Y3 
，，---~--3 
= k log (C1C2C3)ま+K
C，ーレC.+C，
孟 klogムナ.::oe+K (3) 
従って







* 8 詳細については，悪臭物質の測定方法(昭47. 5. 30，環境庁告示第9号):愛知県環境部特殊公害課:
悪臭ーーその性質と測定(昭50. 3)，第5章悪臭防止法による測定方法 (47. 5. 30，環境庁告示第9
号〕を参照のこと




* 12 第3報(愛工大研報， NO.16 (1981)， 35)の式(1)或は式(3)から出発し，測定中，臭気の組成を一定として
計算
108 佐野 保・太田 洋・坪井 勇・佐野愛知
表12 日臭覚強度実測値(表 2~ 7)の割り出し方の例
昭和56.2 .18調査 昭和58.1.19調査
時 刻 10:15 10:30 10:45 時 要。 11 :00 11: 15 11:30 
I血 d点 A B C 地 占 A B C 
1 。 3 。 。 3 
iJ1U A6 
。 1 1 
1 1 1 
iJ!U A3 
。 。。 I 3 
定
0.7 0.7 l.7 。 l 3 定 。 0.3 2.3 。 。 2 
班 B3 
I 1 1 。 I 。 班 B2 。 。。 。 I 
0.3 l.0 l.3 
メ 。 。 3 。 。 l.3 メ 。 。 2 
C3 
2 l 1 
ン 。 。 1 C3 。 。ン 。 1 2 
0.7 0.3 l.7 。 0.3 l.7 
ノ、
3 。 1 ノ、 。 。 3 
I D2 
1 。 1 。 。 。 D2 。 。。 1 2 
0.3 0.3 l.3 。 0.3 2.0 
日量 度 0.5 0.6 l.5 強 度 。 0.2 l.8 
地 点 D E F 地 占 D E F 。 。 1 2 。 3 
iJ!U E3 
。 。 3 。 。 。 誤1 E3 。 。 3 。 2 1 
定
。 。 l.3 。 。 1 定 0.7 0.7 2.3 2 。 3 
班 F3 
。 。 1 。 。 。 班 F3 。 。 3 I I 1 。 。 0.7 
メ 。 。 。 l.0 0.3 2.3 メ 2 。 3 
G3 
。 。 l 
ン 。 。 。 G2 。 。 2 ン 。 2 1 
ノ、
。 。 0.3 。 。 。 ノ、 。マ7 0.7 2.0 2 。 3 
H2 
。 。 l 。 。 。 H2 。 。 2 。 l 1 。 。 0.3 0.7 0.3 2.0 
5畠 度 。 。 0.7 日量 度 0.8 0.5 2.2 
地 占 G H 地 占 1 * G H 。 。 。 。 。 。
誤日 14 
。 。 。。 1 。 iJ!U Is 。 l 2 。 。 1 
定
。 0.3 。。 。 。 定 。 0.3 l.0 。 I 。
班 J2 
。 。 。。 。 。 班 J3 。 。 l 。 。 2 。 。 。
メ 。 。 。 。 0.3 l.0 メ 。 l 1 
K2 
。 。 。
ン 。 。 。 K3 。 。 2 ン 。 l 2 。 。 。 。 0.7 l.7 
ノ、 。 1 。 ノ、 。 1 1 
L40 。 。 。。 。 。 L2 。 。 2 。 。 2 。 0.3 。 。 0.3 l.7 
5童 度 。 0.2 。 ?皇 度 。 0.4 l.3 
* 対照 * 対照、
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